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要 旨   

 

背景：薬剤性肝障害（DILI）への懸念は、医師がアルコール使用障害（AUD）に対する薬物療法

（MAUD）を処方する際の障壁となる可能性がある。本研究では、薬剤性肝障害ネットワーク

（DILIN）の前向き研究において、MAUDによる DILIの実態を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： DILIN前向き研究（2004～2024年）におけるMAUD関連 DILIのうち、信頼性の高い症

例（確定・可能性が高い）を対象に、人口統計、臨床・検査データ、6ヵ月後の転帰を解析した。

ジスルフィラム症例のHLA 対立遺伝子頻度（AF）を、非MAUDの DILI対照群と比較した。 

 

結果：1975例中 13例がMAUDによる DILI（ジスルフィラム 11例、ナルトレキソン 1例、バク

ロフェン 1例）で、アカンプロサートはなかった。年齢中央値は 45歳、77％が女性、85％が白人

であった。全例で肝細胞障害を呈し、ジスルフィラム群の DILI 発症中央値は 34 日であった。黄

疸 8例、うち 3例が重篤（肝移植 2、肝死 1）であった。重篤例の 5例(71％)に基礎肝疾患を認め

た。重度のDILIを引き起こすジスルフィラム症例は対照群と比較するとHLA-C01:02（OR： 6.29）

およびHLA-DRB1*09:01（OR: 10.16）が有意に高頻度であった。バクロフェンとナルトレキソン

による DILIは軽度であり、慢性 DILIはなく治療を行わなくても自然に回復した。 

 

結論： ジスルフィラムはMAUDにおける DILIの主要原因で、女性に多い。ジスルフィラムは重

篤な DILI を引き起こす可能性があり、HLA-C*01:02 および HLA-DRB1*09:01 の遺伝子型との

関連を認めた。他の MAUD 薬による DILIは稀かつ軽度で、アカンプロサートの症例では認めな

かった。 

 


